
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

　　　　　　　　　　　　平成１４年１０月７日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

非常用蛍光ランプ

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　電子式安定器内蔵の蛍光灯ランプに類似した機器であり、内部に蓄電池を有して
いるものである。通常時は充電状態で消灯しているが、停電時には内蔵蓄電池によ
り点灯させる。

○構造、仕様、意匠
　一般電球用ソケットに直接接続できるＥ２６の口金で、充電回路、蓄電池、イ
ンバータ型安定器、蛍光ランプより構成されており、点灯確認用ＯＮ/ＯＦＦス
イッチを有している。
　１００Ｖ,　点灯時間約９０分

○ 主な使用者、販売先
一般家庭等

２　対象・非対象の解釈

　特定電気用品以外の電気用品中、光源及び光源応用機械器具の「蛍光ランプ」
として取り扱う。

（理由）
　蓄電池を内蔵した「蛍光ランプ」とみなすことができることから、「蛍光灯ラ
ンプ」として取り扱うのが妥当と判断する。
　なお、機能上は充電式携帯電灯と同等のものであるが、携帯可能な形状ではな
いことから「充電式携帯電灯」と見なせない。


